
　1999年、日本での商用サービスが開始されたＡＤＳＬは従来のサービスとは接続形態が

大きく異なることから、新たな制度の整備が望まれていました。そこで、次のようなルール

の整備が進められました。�

　まず、2000年9月の総務省令改正により、加入者回線が細分化されたことで、ＡＤＳＬ

を利用する事業者がＮＴＴに対し、サービスに関係のない接続料を支払う必要がなくなりま

した。また、あわせてコロケーションのルールが整備され、ＡＤＳＬを利用する事業者がＮＴ

Ｔの局舎内に接続のための設備を設置する手続が明確になりました。�

　2001年の改正では、ＡＤＳＬモデムの売切り制が導入され、利用者が市販のモデムを購

入し、自ら設置できるようになっています。�

　これらの制度の整備、ルールの整備などにより、日本国内のＡＤＳＬサービスの料金は

世界最低水準となりました（図1）。�

　ＡＤＳＬサービスの加入者は、ここ2年で500倍以上に増加しています（図2）。�

 現在、自動改札等の交通カード（JR東日本のSuica等）、物流管理システムなど身近な

分野に利用が拡大しているRFID（非接触型ＩＣカードやＩＣタグを用いたシステムの総称）は、

従来の磁気カードやバーコードに代わって広範囲に利用されることが期待されており、この

ニーズに対応するため、以下のような規制改革が実施されています。�

●13.56MHz帯利用のシステム（数cm～70cm程度の範囲で通信）�

・「ワイヤレスカードシステム」として制度化（1998.12）�

・多様化する利用形態に柔軟に対応できるよう技術基準を緩和（2002.9）�

・型式指定を受ければ個別申請を不要とするなど申請手続を簡素化（2002.9）�

●2.4GHz帯利用のシステム（数十cm～3ｍ程度の範囲で通信）�

・干渉に強い周波数ホッピング方式を導入できるよう制度を改正（特定小電力無線局につ

いては2002.2、構内無線局については2003第１四半期予定）�

・複数の無線局間で共通の予備装置を持つ場合、設備変更の届出を不要化（2002.11）�
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ＤＳＬサービス加入者数は�
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